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子どもたちがつどい、豊かな活力を育む公民館活動 

大川市 下新田町公民館 顧問 龍 雅章 

 

 

【下新田町公民館の活動方針】 

 下新田町の発展と融和を願い、人づくりと心豊かな地域作りを目指すとともに子ど

も達の健全育成と非行防止に努める。 

 

【下新田町公民館役員構成】 

 下新田町公民館の役員は、館長１名、副館長２名、会計１名、体育部２名、文化部

２名、青少年部２名、育成会１名、顧問３名の計１４名により構成されている。年代

別にみてみると、７０代４名、６０代１名、５０代４名、４０代１名、３０代４名と

なっている。 

 

【公民館事業の内容】 

 下新田町公民館では、年間を通してさまざまな活動を行っている。平成２２年度の

活動のうちの主なものを以下の通り紹介する。 

 

４月 町内グランドゴルフ大会 

町内の融和と健康増進を図るために毎年行われており、 

今年度は約１５０名が参加した。 

 

 

 

５月 チャレンジデー２０１０ 

大川市では、市民のスポーツや運動の習慣化（生活化）を 

推進するシンボルイベントとして、全市一斉市民参加型イ 

ベントであるチャレンジデーを実施している。 

３回目のエントリーで初めて金メダルを獲得、あわせて初 

勝利も収めた。 

 

6 月 親子ふれあい教室 

今年度は、紙飛行機を作製し親子の絆を深めた。 

子どもたちは夢中で紙飛行機を飛ばしており、体育館 

内にはたくさんの紙飛行機が飛びまわっていた。 



７月 川口校区シャッフルボード大会 

これまではグランドゴルフ大会が行われていたが、 

今年度は猛暑のため室内競技のシャッフルボード大 

会に変更となった。大人も子どもも楽しめるニュー 

スポーツで、白熱した闘いが繰り広げられた。 

 

８月 町内十七夜・夏祭り 

町内、公民館、育成会などの団体が中心となり行わ 

れている。子どもたちはお神輿を担いで町内を練り 

歩き、祭りを盛り上げた。 

 

 

９月 川口校区民運動会 

川口校区の町内対抗の運動会。 

様々な世代が参加し、下新田町からは３０名程度が 

参加した。 

 

 

１１月 川口子ども育成会 綱引き大会 

川口校区の子どもたちが参加する町内対抗の綱引き 

大会。チームワークが重要な綱引きだが、どの町内 

の子どもたちも一丸となって取り組んでいた。 

 

 

１２月 川口子ども育成会 カルタ大会 

高学年を対象に、カルタなどの日本の昔遊びを通し 

て日本の文化を学び、日本人としての国際人を目指 

す。参加者は９０名ほどで、真剣にカルタに取り組 

む姿が見られた。 

 

以上のような公民館活動のほか、下新田町公民館では子どもたちの健全育成と非行

防止及び防火のため、年間を通じ輪番制で夜間巡回を行っている。また、平成２２年

度には、川口校区で通学合宿に取り組んだ。 

 

平成２２年度川口校区「通学合宿」について 

 通学合宿は、教育力向上福岡県民会議で提言された「生活体験を豊かにする通学合

宿に取り組もう」を実践するため、子どもたちに、学校外の下校から登校までの生活

の場を提供し、日常的な生活技術を習得させることを趣旨としている。活動内容とし

ては、学校外の下校から登校までの日常生活に関する炊飯、遊び、入浴・洗面、清掃、

洗濯、宿題などの活動を子どもたちやサポーター（婦人会、老人会、公民館長会、民



生委員、区長会、子ども会育成連絡協議会など）の協力によって行う。また、その期

間内にはレクリエーションとして日本の遊びや文化講演を取り入れている。注意管理

者については有資格者が必要であり、事故防止のためにも十分な計画と現場にレクリ

エーション協会資格者やプレイリーダー資格者がいなければならない。 

 川口校区の通学合宿は、平成２２年１０月１９日（火）～２３日（土）【４泊５日】

の期間で行われ、小学校１年～６年生の２４名が参加した。今回の通学合宿では、①

生かされている自分に気づく②自分から進んで行動する③仲間たちを助けたり、思い

やりの心を持つ④睡眠、食事、遊びの大切さを学ぶ⑤日本の文化を学び、日本人とし

ての国際人になる、という目的のもと取り組みを行った。通学合宿は、子どもたちの

自立向上・協調性・融和の学習のためによいものであると考える。 

 

≪通学合宿の様子≫ 

             ○宿題をしている様子。 

             学校から帰ってきたら、宿題に取り組む。 

子どもたちが宿題を教えあう様子も多々見られた。 

              

              

              

             ○夕食の準備。 

             家では包丁を持つ機会があまりない子どもたちだが、 

             一生懸命に食事の準備に取り組んでいた。 

              

              

              

             ○自由時間。 

                          学年が違っても、子どもたちはみんな仲良く、楽しい 

時間を過ごすことができていた。 

              

              

              

【今後の課題】 

 今後は、いかに子どもたちを公民館に集めることができるかというのが課題である。

今年度行った通学合宿は川口校区での取り組みだったが、平成２３年度は下新田町で

取り組みたいと考えている。それは、公民館で行うことで町内の子どもたちについて

知ることができるからである。今後も地域に根ざした公民館活動を継続し、公民館に

子どもたちが集い、豊かな活力を育む場となるよう努めていきたい。 

 

○お問い合わせ 

大川市下新田町公民館 顧問 龍雅章 

TEL ０９０－３１９６－８２０７ 


